
 

本康歯科ニュース 

 世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！ 

 

１ 

「左奥歯の痛み」死の危険も? 
「虫歯じゃないけど左の奥歯が痛い」という場合、実は恐ろしい病気が隠れているかもしれないんです。そ

れはどこの病気でしょう？ 

答えは「心臓」です。 

理由は、胎児のときの名残。胎児の頃に最初に心臓ができる場所は実は「首から左の奥歯のあたり」なんで

す。ここから胎児の成長とともに心臓が下降して、胸の位置に収まります。ところが神経は奥歯のあたりに

余韻を残して成長するため、大人になってからの「狭心症の痛み」が歯に出ることがあるんです。 

特徴は、ズキズキではなく圧迫感や重くるしさを感じる痛みであること。また階段を上るなど心臓に負担が

かかる状況で歯に痛みが出ることです。 

「左肩の肩こりのような痛み」と同じメカニズムで、心臓への負担が左の奥歯に現れます。虫歯と間違えが

ちな歯の痛みにも注意してください。 

また、顔面神経(三叉神経)の痛みが下の奥歯に出ることがあります。これは左側だけではなく右側にも出る

ことがあります。この痛みは顔を洗う時や食事中に出て、発作性で持続しない痛みです。その他にも歯に直

接関係ないところの痛みが歯に出る事があります。そうなると、本当の原因を見つけるまで右往左往するこ

とが多々あり、原因を見つけて治療するまで痛みと不安と闘わなければなりません。そうならないために普

段から歯のケアをしていきましょう。何故なら、治療したことのない健全歯がいつも痛むことは少ないため

原因からすぐ除外できる可能性があります。原因から除外できたら医科の方へ直ぐに対診でき、痛みのひど

くなる前に治療開始ができます。稀な病気だけに対応できる歯科医院も病院も少ないので苦労するかもしれ

ません。 
 




